
第 2 章 学校施設の実態 

１. 学校施設を取り巻く状況

(1) いちき串⽊野市の概況
本市は、⻄側を東シナ海に、北側と東側を⼭々に囲まれた、東⻄ 19.1km、南北 18.2km、総⾯

積 112.30ｋ㎡の都市です。 
⻄に⽩砂⻘松が続く吹上浜の海岸線、東に徐福伝説の霊峰冠嶽を控え、海・⼭・温泉等の⾃然と

温暖な気候に恵まれた⾵光明媚な場所に位置し、また、串⽊野駅、市来駅、神村学園前駅の 3 つの
鉄道駅に、2 箇所の⾃動⾞道インター等、⽣活環境や利便性にも恵まれています。 

2005(平成 17)年 10 ⽉ 11 ⽇に串⽊野市と⽇置郡市来町が合併して誕⽣した都市であり、旧市
町の市街地を中⼼とした 2 極化の都市構造が形成されています。 

図︓本市の位置 

いちき串木野市

旧串木野市

旧市来町
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単位︓⼈、世帯

いちき串⽊野市 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

⼈　⼝ 36,790 35,534 34,266 32,993 31,144 29,282 27,490

世帯数 12,406 12,469 12,754 12,684 12,315 12,159 11,974

1世帯当⼈員 2.97 2.85 2.69 2.60 2.53 2.41 2.30
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(2) ⼈⼝・世帯数の推移 
本市の⼈⼝は減少傾向にあります。令和 2 年の国勢調査時点で 27,490 ⼈となっており、平成 2

年から令和 2 年までの 30 年間で、9,300 ⼈減少しています。 
世帯数も減少傾向にあります。令和 2 年の国勢調査時点で 11,974 世帯となっており、30 年間で

約 430 世帯減少しています。 
世帯当たり⼈員は年々少なくなっており、令和 2 年の国勢調査では、1 世帯当たり 2.30 ⼈となって

います。 
 

表︓⼈⼝・世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図︓⼈⼝・世帯数の推移 
資料︓国勢調査 
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単位︓⼈

年齢別 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

15歳未満 7,227 5,895 4,979 4,336 3,881 3,606 3,165

15〜64歳 23,133 22,278 21,349 20,005 18,204 16,008 14,107

65歳以上 6,414 7,361 7,934 8,651 9,057 9,658 10,172
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(3) 年齢別⼈⼝の推移 
年齢 3 区分別⼈⼝の推移をみると、15 歳未満⼈⼝は平成 2 年の 7,227 ⼈から令和 2 年には

3,165 ⼈へと減少し、⼈⼝に占める⽐率も約 1 割となっています。 
⼀⽅、65 歳以上⼈⼝は、平成 2 年の 6,414 ⼈から令和 2 年には 10,172 と増加し、4 割弱の

⼈⼝⽐率となっています。 
年齢別⼈⼝割合の推移をみると、65 歳以上⼈⼝の割合は年々増加し、平成 7 年時点で 65 歳

以上⼈⼝が 15 歳未満⼈⼝を上回り、急速に少⼦⾼齢化が進⾏しています。 
 

表︓年齢別⼈⼝の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図︓年齢別⼈⼝の割合の推移 
資料︓国勢調査 
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(4) 将来⼈⼝
本市の将来⼈⼝については、令和 3 年 3 ⽉に発⾏された「いちき串⽊野市⼈⼝ビジョン(改訂版)」

において、以下のようになっています。 

【市の⼈⼝の⻑期的な⾒通し】 
●令和 42（2060）年に約 3,000 ⼈の施策効果

・社⼈研の推計によると、令和 42（2060）年の本市の⼈⼝は 12,388 ⼈まで減少するとされ
る。

・市の⾒通しでは、戦略による効果が着実に反映され、合計特殊出⽣率と移動数の⽬標値を達
成すれば、令和 42（2060）年の本市の⼈⼝は 15,536 ⼈となり、社⼈研推計と⽐較して
3,148 ⼈の施策効果が⾒込まれる。

図︓本市の⼈⼝推移と⻑期的な⾒通し 

資料︓いちき串⽊野市⼈⼝ビジョン 
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単位︓⼈

増減 増減率

令和2年/
平成17年

29,086 26,982 ▲ 5,688 ▲ 17.4%

川上⼩学校区 713 622 532 453 ▲ 260 ▲ 36.5%

合計 32,670 30,778

市
来

市来⼩学校区 6,251 6,040 5,801 5,481 ▲ 770 ▲ 12.3%

荒川⼩学校区 389 371 347 292 ▲ 97 ▲ 24.9%

冠岳⼩学校区

旭⼩学校区 668 624 554 487 ▲ 181 ▲ 27.1%

⽣福⼩学校区 1,648 1,606 1,561 1,354 ▲ 294 ▲ 17.8%

358 302 238 196 ▲ 162 ▲ 45.3%

⽻島⼩学校区 2,268 2,027 1,789 1,538 ▲ 730 ▲ 32.2%

5,900 5,623 4,999 ▲ 1,303 ▲ 20.7%

串
⽊
野

串⽊野⼩学校区 14,073 13,286 12,641 12,182 ▲ 1,891 ▲ 13.4%

照島⼩学校区 6,302
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(5) ⼩学校区別⼈⼝の推移 
令和 3 年 3 ⽉ 31 ⽇時点の⼈⼝分布を⼩学校区ごとでみると、串⽊野⼩学校区に⼀番⼈⼝が集

中しており、次いで市来、照島の順になっています。国勢調査年である平成 17 年度、平成 22 年度、
平成 27 年度、令和 2 年度の各⼈⼝の推移をみると、すべての⼩学校区で⼈⼝が減少しています。 
  

表︓⼩学校区別⼈⼝の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 冠岳⼩学校は令和 3 年度から⽣福⼩学校と統合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図︓⼩学校区別⼈⼝の推移 
資料︓平成 17 年〜平成 27 年は「いちき串⽊野市公共施設等総合管理計画」 

令和 2 年は庁内資料 
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単位︓千円、%

決算額 構成⽐ 決算額 構成⽐
地⽅税 3,048,325 3,068,495 ▲ 20,170
分担⾦及び負担⾦ 129,036 145,741 ▲ 16,705
使⽤料及び⼿数料 170,717 179,511 ▲ 8,794
財産収⼊ 50,700 42,101 8,599
寄附⾦ 1,373,436 1,698,902 ▲ 325,466
繰⼊⾦ 1,632,776 478,932 1,153,844
繰越⾦ 422,679 492,712 ▲ 70,033
諸収⼊ 133,585 114,866 18,719
国庫⽀出⾦ 1,990,970 1,972,391 18,579
県⽀出⾦ 1,717,377 1,701,358 16,019
地⽅債 1,821,880 1,449,661 372,219
地⽅交付税 5,471,343 5,503,314 ▲ 31,971
地⽅譲与税 129,506 126,433 3,073
利⼦割交付⾦ 1,806 4,447 ▲ 2,641
配当割交付⾦ 5,511 4,922 589
株式等譲渡所得割交付⾦ 3,163 5,747 ▲ 2,584
地⽅消費税交付⾦ 499,530 530,420 ▲ 30,890
地⽅特例交付⾦ 43,070 16,612 26,458
⾃動⾞取得税交付⾦ 11,168 22,242 ▲ 11,074
交通安全対策特別交付⾦ 3,366 3,507 ▲ 141
⾃動⾞税環境性能割交付⾦ 3,132 ー 3,132

18,663,076 100.0% 17,562,314 100.0% 1,100,762合計

⾃
主
財
源

37.3% 35.4%

依
存
財
源

62.7% 64.6%

区分 款 令和元年度 平成30年度 増減額

地⽅税
16.3%

分担⾦及び負担⾦, 0.7%
使⽤料及び⼿数料, 0.9%
財産収⼊, 0.3%

寄附⾦
7.4%

繰⼊⾦
8.7%

繰越⾦, 2.3%

諸収⼊, 0.7%

国庫⽀出⾦
10.7%県⽀出⾦

9.2%

地⽅債
9.8%

地⽅交付税
29.3%

地⽅譲与税, 0.7%
利⼦割交付⾦, 0.0%
配当割交付⾦, 0.0%

株式等譲渡所得割交付⾦, 0.0%

地⽅消費税交付⾦, 2.7% 地⽅特例交付⾦, 0.2%
⾃動⾞取得税交付⾦, 0.1%
交通安全対策特別交付⾦, 0.0%
⾃動⾞税環境性能割交付⾦, 0.0%

歳 ⼊
⾃主財源
37.3%

依存財源
62.7%

(6) 財政状況
① 歳⼊（⼀般会計）の内訳

令和元年度決算の歳⼊額は 186 億 6,308 万円であり、前年度と⽐較すると 11 億 76 万円増
加しています。 

⾃主財源では「地⽅税」が 16.3％、依存財源では「地⽅交付税」が 29.3％と最も多くなっています。 

表︓歳⼊（⼀般会計）の内訳 

図︓令和元年度 歳⼊（⼀般会計）の内訳 
資料︓総務省決算カード 

※構成⽐は⼩数点以下第 2 位を四捨五⼊しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない。
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平成 22 年度以降の歳⼊の推移をみると、「地⽅税」は 30 億円強を保っています。 
今後は⼈⼝減少が続き、特に⽣産年齢⼈⼝の割合が減少すると⾒込まれるため、「地⽅税」の減少

が予想されます。 

 

図︓歳⼊（⼀般会計）の推移 

    図︓歳⼊（⼀般会計）の割合の推移 
資料︓総務省決算カード 

※構成⽐は⼩数点以下第 2 位を四捨五⼊しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない。
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単位︓千円、%

決算額 構成⽐ 決算額 構成⽐

⼈件費 2,486,502 2,611,283 ▲ 124,781

扶助費 3,334,482 3,282,669 51,813

公債費 2,083,340 2,082,374 966

投
資
的

経
費 投資的経費 3,988,713 22.0% 2,283,347 13.3% 1,705,366

物件費 2,334,965 2,565,885 ▲ 230,920

補助費等 957,885 973,929 ▲ 16,044

維持補修費 117,868 105,889 11,979

繰出⾦ 1,863,460 1,810,840 52,620

積⽴⾦ 936,640 1,386,525 ▲ 449,885

投資・出資⾦・貸付⾦ 66,024 36,894 29,130

18,169,879 100.0% 17,139,635 100.0% 1,030,244合計

義
務
的
経
費

43.5% 46.5%

⼀
般
⾏
政

経
費 18.8% 21.3%

そ
の
他

経
費 15.8% 18.9%

区分 款
令和元年度 平成30年度

増減額

② 歳出（⼀般会計）の内訳 
令和元年度決算の歳出額は、181 億 6988 万円であり、前年度と⽐較すると 10 億 3,024 万円

増加しています。 
義務的経費では「扶助費」が 18.4％、⼀般⾏政経費では「物件費」が 12.9％、その他経費では

「繰出⾦」が 10.3％と最も多くなっています。 
 

表︓歳出（⼀般会計）の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図︓令和元年度 歳出（⼀般会計）の内訳 
資料︓総務省決算カード 

※構成⽐は⼩数点以下第 2 位を四捨五⼊しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない。 
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平成 22 年度以降の歳出の推移をみると、⾼齢化に伴い、「扶助費」が年々増加傾向にあることがわ
かります。⼀⽅、投資的経費は平成 30 年度が少ないものの、2 割程度の割合を保っています。 
将来的に⾼齢化の進展に伴い、後期⾼齢者医療費や介護保険等の負担が増⼤していくことで扶助

費等の増加が予想されます。 

    図︓歳出（⼀般会計）の推移 

    図︓歳出（⼀般会計）の割合の推移 
資料︓総務省決算カード 

※構成⽐は⼩数点以下第 2 位を四捨五⼊しているため、合計しても必ずしも 100 とはならない。
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令和元年度

義務的経費（⼈件費） 義務的経費（扶助費） 義務的経費（公債費） 投資的経費 ⼀般⾏政経費 その他経費
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⾯ 積 (㎡) 構 成 ⽐
市⺠⽂化系施設 17 13,991 7.8%
スポーツ・レクリエーション系施設 29 31,864 17.8%
産業系施設 5 2,158 1.2%
学校教育系施設 17 57,543 32.1%
⼦育て⽀援施設 4 1,859 1.0%
保健・福祉施設 7 4,837 2.7%
⾏政系施設 18 12,407 6.9%
公営住宅 28 39,291 21.9%
公園 30 459 0.3%
供給処理施設 4 8,137 4.5%
その他 42 6,751 3.8%

合計 201 179,297 100.0%

施 設 数 延 床 ⾯ 積分   類

13,991 
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２. 運営状況・活⽤状況の把握

(1) 公共施設全体の保有状況
「いちき串⽊野市公共施設等総合管理計画」では、本市の公共施設は全体で 201 施設、延床⾯

積 179,297 ㎡となっています。 
分類別の延床⾯積が多い順に、学校教育系施設、公営住宅、スポーツ・レクリエーション施設となっ

ています。学校教育系施設の延床⾯積は 57,543 ㎡となり、全体の約 3 割を占めています。 

※ 学校教育系施設には旧冠岳⼩学校を含む

表︓分類別延床⾯積割合 

図︓⼤分類別延べ床⾯積割合 
資料︓いちき串⽊野市公共施設等総合管理計画（平成 29 年 3 ⽉策定） 
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※新耐震：1981年6⽉1⽇以降 単位：年、㎡、室

⻄ 暦 和 暦 教室数 普 通 特 別

管理棟1F 001 RC造 1 1972 S47 49 旧 195
管理棟1F 001-1 RC造 1 1973 S48 48 旧 160
管理棟2F 001-2 S造 2 1978 S53 43 旧 316
階段室 001-3 S造 2 1978 S53 43 旧 6
教室棟 011-1 RC造 2 1963 S38 58 旧 440
教室棟 011-2 RC造 2 1964 S39 57 旧 360
教室棟 011-3 RC造 2 1965 S40 56 旧 281
教室棟 011-4 RC造 2 1965 S40 56 旧 292
屋内運動場 018 RC造 1 1969 S44 52 旧 1,109
教室棟 037 RC造 2 1999 H11 22 新 872
教室棟 038 RC造 2 1999 H11 22 新 2,112
教室棟 039 RC造 2 2000 H12 21 新 1,487

7,630
教室棟 001 RC造 2 1973 S48 48 旧 1,209
教室棟 001-1 RC造 2 1976 S51 45 旧 394
管理棟 002 RC造 2 1979 S54 42 旧 1,451
管理棟 002-1 RC造 2 1980 S55 41 旧 507
屋内運動場 004 RC造 1 1986 S61 35 新 919

4,480
管理教室棟 001 RC造 2 1982 S57 39 新 1,398
教室棟 003-1 RC造 2 1966 S41 55 旧 832
教室棟 003-2 RC造 2 1967 S42 54 旧 230
屋内運動場 015 RC造 2 1985 S60 36 新 781

3,241
管理棟 001 W造 1 1972 S47 49 旧 302
図書室 002 W造 2 1990 H02 31 新 168
教室棟 003 W造 1 1972 S47 49 旧 427
⾳楽室 006-1 W造 1 1972 S47 49 旧 94
給⾷室 006-2 W造 1 1982 S57 39 新 7
給⾷室 006-3 W造 1 1998 H10 23 新 4
屋内運動場 008 S造 1 1976 S51 45 旧 532

1,534
管理・特別教室棟 001 RC造 2 1989 H01 32 新 577
教室棟 007-1 RC造 2 1968 S43 53 旧 687
教室棟 007-2 RC造 2 1978 S53 43 旧 276
屋内運動場 008 RC造 1 1981 S56 40 新 576

2,116
⾳楽室 001 W造 1 1977 S52 44 旧 164
多⽬的教室 003-1 RC造 1 1964 S39 57 旧 311
給⾷室 003-2 W造 1 1982 S57 39 新 6
屋内運動場 010 RC造 1 1975 S50 46 旧 532
普通教室 015 RC造 2 1986 S61 35 新 389

1,402
特別教室棟 002 S造 1 1968 S43 53 旧 300
屋内運動場 003 RC造 1 2003 H15 18 新 804
教室棟 016 RC造 3 1971 S46 50 旧 992
教室棟 017 RC造 3 1972 S47 49 旧 1,752
特別教室棟 021 RC造 2 1983 S58 38 新 475

4,323
屋内運動場 001 RC造 1 1979 S54 42 旧 573
教室棟 003 RC造 3 1966 S41 55 旧 1,106
家庭科室 008 W造 1 1990 H02 31 新 250

1,929
26,655

川上
かわかみ

⼩学校
(1882年)
明治15年 7,546 10 3 7

⼩計 ―

25 15 10

⼩計 ―

6

⼩計 ―

荒川
あらかわ

⼩学校
(1879年)
明治12年 7,546 8 3 5

⽣
せいふく

福⼩学校
(1892年)
明治25年

8,641 14 8

⼩計 ―

市
いちき

来⼩学校
(1872年)
明治５年 14,487

9,278 10

⽻島⼩学校
はしま (1879年)

明治12年
9,916 15 6 9

10

⼩計 ―

5 5

⼩計 ―

構 造 階 数
建 築 年 度

経 過
年 数

14

⼩計 ―

37,049 36 22

施 設 名 開 校 年 度 建 物 名 称 棟 番 号

総合計 ―

耐 震
基 準

延 床
⾯ 積

（㎡）
校 地 ⾯ 積

教 室

照
てるしま

島⼩学校
(1879年)
明治12年 16,290 19 9

串⽊野
くしきの

⼩学校
(1869年)
明治2年

⼩計 ―

旭
あさひ

⼩学校
(1879年)
明治12年

(2) 学校施設の保有状況
本市の⼩学校 8 校、中学校 5 校、幼稚園 1 園の建物のうち、延床⾯積 200 ㎡以下の部室、倉

庫、トイレ等の⼩規模な建物を除いた⼀覧を以下に⽰します。 

表︓対象施設⼀覧（⼩学校） 

資料︓令和 3 年度 いちき串⽊野市公⽴学校施設台帳 ※経過年数は 2021 年時点
※200 ㎡以下の建物は除く
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※新耐震：1981年6⽉1⽇以降 単位：年、㎡、室

⻄ 暦 和 暦 教室数 普 通 特 別

校舎 030-1 RC造 3 1993 H05 28 新 3,092
校舎 030-2 RC造 3 1993 H05 28 新 443
校舎 030-3 RC造 3 1993 H05 28 新 2,980
屋内運動場 032-1 RC造 3 1996 H08 25 新 1,910
屋体クラブハウス 032-2 RC造 3 1996 H08 25 新 200
柔剣道場 032-3 RC造 3 1996 H08 25 新 750
部室 032-4 RC造 3 1996 H08 25 新 297

9,672
管理教室棟 001 RC造 3 1970 S45 51 旧 1,627
教室棟 001-1 RC造 3 1971 S46 50 旧 1,468
特別教室棟 002 RC造 2 1971 S46 50 旧 821
屋内運動場 003 RC造 1 1971 S46 50 旧 919

4,835
管理教室棟 001 RC造 3 1976 S51 45 旧 1,576
印刷室 001-2 RC造 1 1987 S62 34 新 14
特別教室棟 004 RC造 3 1987 S62 34 新 600
屋内運動場 018 RC造 1 1978 S53 43 旧 614

2,804
特別教室棟 002 RC造 2 1988 S63 33 新 459
管理教室棟 004 RC造 2 1977 S52 44 旧 1,105
屋内運動場 012 RC造 1 1974 S49 47 旧 621

2,185
⾳楽室 008-1 RC造 2 1960 S35 61 旧 185
多⽬的室 008-2 RC造 2 1962 S37 59 旧 365
普通教室 008-3 RC造 2 1963 S38 58 旧 842
多⽬的室 008-4 RC造 2 1964 S39 57 旧 447
特別教室棟 012 RC造 1 1966 S41 55 旧 261
特別教室棟 016 RC造 2 1973 S48 48 旧 464
管理棟 018 RC造 2 1982 S57 39 新 630
屋内運動場 020 RC造 1 1986 S61 35 新 1,131
WC 020-1 RC造 1 1986 S61 35 新 174
パソコン室 023 RC造 2 1991 H03 30 新 149

4,648
24,144

延 床
⾯ 積

（㎡）
校 地 ⾯ 積

教 室
施 設 名 開 校 年 度 建 物 名 称 棟 番 号 構 造 階 数

建 築 年 度
経 過
年 数

耐 震
基 準

12

⼩計 ―

4 10
⼩計 ―

市来中学校
いちき (1947年)

昭和22年

⽻島
はしま

中学校
(1947年)
昭和22年

12,641 14 5 9

30,504 20 8

⼩計 ―

⽣冠中学校
せいかん (1947年)

昭和22年 15,714 14

24

⼩計 ―

串⽊野
くしきのにし

⻄中学校
(1970年)
昭和45年

22,670 22 6

串⽊野
くしきの

中学校
(1947年)
昭和22年 31,951 35 11

16

⼩計 ―

―総合計

※新耐震：1981年6⽉1⽇以降 単位：年、㎡、室

⻄ 暦 和 暦
園舎 007 RC造 2 1988 S63 33 新

延 床
⾯ 積

（㎡）
校 地 ⾯ 積

市来幼稚園
いちき (1965年)

昭和40年
746 8,280⼩計 ―

階 数
建 築 年 度 経 過

年 数
耐 震
基 準

学 校 名 開 校 年 度 建 物 名 称 棟 番 号 構 造

 

表︓対象施設⼀覧（中学校） 

表︓対象施設⼀覧（幼稚園） 

資料︓令和 3 年度 いちき串⽊野市公⽴学校施設台帳 ※経過年数は 2021 年時点
※200 ㎡以下の建物は除く

資料︓令和 3 年度 いちき串⽊野市公⽴学校施設台帳 ※経過年数は 2021 年時点
※200 ㎡以下の建物は除く
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築20年以上 73棟（99%） 5.1万㎡（98%）

対象建物

74棟

5.2万㎡

（年度）

築30年以上 62棟（84%） 3.7万㎡（71%）

築30年以上

0.9万㎡(17%)

築40年以上

1.4万㎡(27%)
築20年以上

1.4万㎡(27%)

築10年以上

804㎡(1.6%)
築10年未満

0㎡(0.%)

築50年以上

1.4万㎡(27%)

新耐震基準（昭和57年以降）

30棟（41%） 2.4万㎡（46%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

44棟（59%） 2.8万㎡（54%）

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他

 学校施設の築年別整備状況をみると、旧耐震基準（昭和 56 年以前）によるものが 44 棟
（59％）、延床⾯積で 2.8 万㎡（54％）、新耐震基準（昭和 57 年以降）によるものが 30 棟
（41％）、延床⾯積で 2.4 万㎡（46％）となっており、旧耐震基準の建物が延床⾯積あたりにおい
て 5 割半ばを占めています。 
 経過年数では、築 50 年以上が 1.4 万㎡（27％）、築 40 年から築 49 年までが 1.4 万㎡
（27％）、築 30 年から築 39 年までが 0.9 万㎡（17％）となっており、築 30 年以上を合わせると
62 棟（84％）、延床⾯積 3.7 万㎡（71％）となっています。 
最も新しい建物でも、市来⼩学校屋内運動場の 2003 年の建築です。 

図︓学校施設の築年別建物状況 
※ 作図のプログラムにより、⾯積は万㎡、⽐率が整数になっています。
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（H25）

2014年
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2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

（クラス）（人）

児童数 学級数

単位：人、クラス

2012年
（H24）

2013年
（H25）

2014年
（H26）

2015年
（H27）

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R1）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2021年/
2012年

児童数 663 648 622 623 610 601 602 601 612 589 88.8%

学級数 21 20 19 19 20 20 20 20 18 18 -3

児童数 297 281 271 260 249 229 218 214 202 188 63.3%

学級数 11 11 11 11 11 9 7 6 6 6 -5

児童数 63 51 49 50 53 49 48 49 50 52 82.5%

学級数 5 5 5 5 5 6 4 5 5 5 0

児童数 30 28 31 28 26 24 24 28 31 34 113.3%

学級数 4 4 4 4 3 3 4 4 4 4 0

児童数 126 131 111 111 104 95 91 88 85 69 54.8%

学級数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 0

児童数 45 42 32 33 34 35 39 35 29 24 53.3%

学級数 5 4 4 4 4 4 4 4 3 3 -2

児童数 300 297 297 284 289 314 331 316 322 298 99.3%

学級数 12 11 12 11 11 12 12 12 12 11 -1

児童数 13 10 11 12 14 12 14 16 19 24 184.6%

学級数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0

児童数 1537 1488 1424 1401 1379 1359 1367 1347 1350 1278 83.1%

学級数 67 64 64 63 63 63 60 60 57 56 -11

市来小学校

川上小学校

小学校
合計

照島小学校

羽島小学校

旭小学校

生福小学校

荒川小学校

小学校

串木野小学校

(3) 児童・⽣徒数及び学級数の変化 
① 児童数及び学級数の推移 
【⼩学校】 

2012 年度以降の⼩学校 8 校の児童数は減少傾向にあり、2021 年度は 1,278 ⼈となっていま
す。2012 年度と⽐較すると、児童数は 16.9 ポイント減少しています。 

学級数も減少傾向にあり、2021 年度は 55 クラスとなっています。2012 年度と⽐較すると 11 クラ
ス減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図︓児童数・学級数の推移 
資料︓いちき串⽊野市資料 

表︓児童数・学級数の推移 
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2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

（クラス）（人）

生徒数 学級数

単位：人、クラス

2012年
（H24）

2013年
（H25）

2014年
（H26）

2015年
（H27）

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R1）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2021年/
2012年

生徒数 352 359 345 365 354 357 349 337 302 307 87.2%

学級数 10 11 10 11 9 9 9 9 9 9 -1

生徒数 145 173 171 168 145 130 130 131 121 114 78.6%

学級数 6 6 6 6 6 5 5 6 5 4 -2

生徒数 42 35 33 37 31 25 22 24 28 25 59.5%

学級数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0

生徒数 62 58 71 68 71 65 64 60 44 50 80.6%

学級数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0

生徒数 155 160 151 164 157 138 127 136 150 161 103.9%

学級数 6 6 6 6 6 5 5 5 6 6 0

生徒数 756 785 771 802 758 715 692 688 645 657 86.9%

学級数 28 29 28 29 27 25 25 26 26 25 -3

市来中学校

中学校
合計

中学校

串木野中学校

串木野西中学校

羽島中学校

生冠中学校

【中学校】 
2012 年度以降の中学校 5 校の⽣徒数は 2015 年まで増加していましたが、その後は減少傾向に

あり、2021 年度は 657 ⼈となっています。2012 年度と⽐較すると、⽣徒数は 13.1 ポイント減少して
います。 

学級数はやや減少傾向にあり、2021 年度は 25 クラスとなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料︓いちき串⽊野市資料 

表︓⽣徒数・学級数の推移 

図︓⽣徒数・学級数の推移 
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単位：人、クラス

2012年
（H24）

2013年
（H25）

2014年
（H26）

2015年
（H27）

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R1）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2021年/
2012年

幼児数 58 62 67 67 66 54 43 37 34 31 53.4%

学級数 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 -1

幼稚園

市来幼稚園

58 62
67 67 66
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（H30）

2019年

（R1）
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（R2）

2021年

（R3）

（クラス）（人）

幼児数 学級数

【幼稚園】 
2012 年度以降の市来幼稚園の園児数は、2016 年度をピークに減少傾向にあり、2021 年度は

31 ⼈となっています。2012 年度と⽐較すると、園児数は約半分となっています。 
学級数は 2018 年度までは 4 クラスですが、2019 年度以降は 3 クラスとなっています。 

資料︓いちき串⽊野市資料 

表︓園児数の推移 

図︓園児数・学級数の推移 
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2021年
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2022年

（R4）

2023年

（R5）

2024年

（R6）

2025年

（R7）

2026年

（R8）

2027年

（R9）

（クラス）（人）

児童数 学級数

単位：人

2022年
（R4）

2023年
（R5）

2024年
（R6）

2025年
（R7）

2026年
（R8）

2027年
（R9）

586 578 562 534 531 519

186 178 175 169 161 161

48 47 41 40 33 26

30 28 24 20 17 8

69 61 63 57 51 51

17 18 14 12 12 9

281 269 247 225 218 219

24 18 18 14 13 12

1,241 1,197 1,144 1,071 1,036 1,005小学校合計

羽島小学校

旭小学校

生福小学校

荒川小学校

市来小学校

川上小学校

串木野小学校

照島小学校

小学校

② 児童・⽣徒数の推計
【⼩学校】

2027 年度までの推計では、児童数は減少すると予測されています。 

資料︓いちき串⽊野市資料 

表︓児童数の推計 

図︓児童数の推計 

推移 推計
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単位：人

中学校
2022年
（R4）

2023年
（R5）

2024年
（R6）

2025年
（R7）

2026年
（R8）

2027年
（R9）

串木野中学校 311 325 313 311 301 281

串木野西中学校 109 121 139 132 118 106

羽島中学校 26 25 27 25 26 24

生冠中学校 46 51 39 41 35 30

市来中学校 161 170 177 177 164 142

中学校合計 653 692 695 686 644 583

756 785 771 802
758

715 692 688
645 657 653 692 695 686

644
583
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（クラス）（人）

生徒数 学級数

【中学校】 
2027 年度までの推計では、2024 年度にかけて増加し、その後、減少すると予測されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表︓⽣徒数の推計 

推移 推計 

図︓⽣徒数の推計 
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（H24）
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（H25）

2014年

（H26）

2015年

（H27）

2016年

（H28）

2017年

（H29）

2018年

（H30）

2019年

（R1）

2020年

（R2）

2021年

（R3）

（人）

小学校 中学校 幼稚園

単位：人

小学校
2012年
（H24）

2013年
（H25）

2014年
（H26）

2015年
（H27）

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R1）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2021年/
2012年

串木野小学校 36 35 35 34 33 36 36 35 32 37 102.8%

照島小学校 20 20 21 21 20 18 16 16 17 16 80.0%

羽島小学校 11 10 10 10 10 12 9 10 10 11 100.0%

旭小学校 8 8 8 8 7 7 8 9 9 10 125.0%

生福小学校 12 12 12 15 15 16 14 14 13 15 125.0%

荒川小学校 10 9 9 9 9 9 9 9 8 8 80.0%

市来小学校 22 21 23 22 22 24 24 24 23 23 104.5%

川上小学校 9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 88.9%

合計 128 123 126 127 124 130 124 125 120 128 100.0%

単位：人

中学校
2012年
（H24）

2013年
（H25）

2014年
（H26）

2015年
（H27）

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R1）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2021年/
2012年

串木野中学校 29 30 29 30 29 28 29 28 28 28 96.6%

串木野西中学校 20 20 20 18 17 17 18 20 18 16 80.0%

羽島中学校 12 12 12 12 12 12 13 13 12 14 116.7%

生冠中学校 12 12 12 12 12 12 13 13 13 12 100.0%

市来中学校 21 21 21 23 22 21 19 18 19 20 95.2%

合計 94 95 94 95 92 90 92 92 90 90 95.7%

単位：人

幼稚園
2012年
（H24）

2013年
（H25）

2014年
（H26）

2015年
（H27）

2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R1）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2021年/
2012年

市来幼稚園 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 100.0%

(4) 職員数の推移
本市の⼩中学校、幼稚園の職員数は、⼩学校及び幼稚園では増減の繰り返し、中学校では減少

傾向にあります。2012 年と⽐較すると、⼩学校と幼稚園は増減なし、中学校で 4.3 ポイント減少して
います。 

 

 

 

資料︓いちき串⽊野市資料 

表︓⼩学校の職員数の推移 

表︓中学校の職員数の推移 

表︓幼稚園の職員数の推移 
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⼈⼝ 児童数 ⽣徒数

⽐率(%) ⽐率(%) ⽐率(%)

4,999 202

18.5 15.0

12,182 612 46.8

45.1 45.3

487 31

1.8 2.3

292 29

1.1 2.1
1,538 50 28

5.7 3.7 4.3
1,354

5.0
196
0.7

5,481 322
20.3 23.9
453 19
1.7 1.4

26,982 1,350 645
100.0 100.0 100.0

⽻島⼩学校区 ⽻島⼩学校

中学校地
区 校区

照島⼩学校区 照島⼩学校

串⽊野⼩学校区 串⽊野⼩学校

串⽊野中学校
302

串⽊野⻄中学校

荒川⼩学校区 荒川⼩学校

⽻島中学校

121

18.8

冠岳⼩学校区

85 44⽣福⼩学校区

川上⼩学校区 川上⼩学校 23.3

市来⼩学校 150市来⼩学校区

小学校

⽣福⼩学校

合計 合計

6.3 6.8

旭⼩学校区

合計

市来中学校

⽣冠中学校

市
来

旭⼩学校
串
⽊
野

(5) 学校施設の配置状況 
令和 2 年における本市の⼈⼝は、串⽊野地区に 7 割半ばが集中しています。児童・⽣徒数も⼈⼝

⽐率と同様な⽐率を⽰しています。⼈⼝⽐率が最も⼤きい串⽊野⼩学校校区で約 5 割を占め、児
童・⽣徒数の⽐率も全⼩・中学校の中で約 5 割を占めています。 

⼈⼝の⽐率に対し児童数の⽐率が⾼いのは、旭⼩学校、荒川⼩学校、⽣福⼩学校、市来⼩学校
となっており、逆に児童数の⽐率が低いのは、照島⼩学校、⽻島⼩学校、川上⼩学校となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ ⼩学校は特認校児童を含む 
※ 合計は⼩数点以下 2 位を四捨五⼊しているため、必ずしも 100 とはならない 

資料︓庁内資料 

表︓地区別の学校施設配置状況 
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図︓校区区分図（⼩学校） 
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図︓校区区分図（中学校） 
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単位：千円

施設名 内容 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 年平均
施設設備費 0 0 0 47,960 0 9,592
その他の施設設備費 187 280 133 234 57 178
維持補修費 2,570 2,570 2,570 2,570 2,570 2,570
光熱水費 4,391 4,003 4,300 4,918 6,067 4,736
委託費 2,456 2,456 2,456 3,256 2,456 2,616
小計 9,604 9,309 9,459 58,938 11,150 19,692
施設設備費 0 0 0 50,169 0 10,034
その他の施設設備費 149 202 107 189 110 151
維持補修費 848 848 848 848 848 848
光熱水費 2,322 2,358 2,201 2,638 2,824 2,469
委託費 810 810 810 810 810 810
小計 4,129 4,218 3,966 54,654 4,592 14,312
施設設備費 0 0 0 11,201 1,420 2,524
その他の施設設備費 137 153 155 37 156 128
維持補修費 210 210 210 210 710 310
光熱水費 1,269 1,436 1,516 1,739 1,775 1,547
委託費 200 200 200 200 200 200
小計 1,816 1,999 2,081 13,387 4,261 4,709
施設設備費 0 0 0 6,758 0 1,352
その他の施設設備費 121 117 87 100 89 103
維持補修費 130 130 130 130 130 130
光熱水費 1,036 1,073 1,063 1,191 1,164 1,105
委託費 124 124 124 124 124 124
小計 1,411 1,444 1,404 8,303 1,507 2,814
施設設備費 0 0 0 15,207 0 3,041
その他の施設設備費 37 156 122 160 108 117
維持補修費 357 357 357 357 357 357
光熱水費 1,138 1,168 1,161 1,330 1,701 1,300
委託費 341 341 341 341 341 341
小計 1,873 2,022 1,981 17,395 2,507 5,156
施設設備費 0 0 0 7,408 4,453 2,372
その他の施設設備費 30 100 47 80 36 59
維持補修費 121 121 121 121 121 121
光熱水費 866 913 1,006 1,171 1,143 1,020
委託費 116 116 116 116 116 116
小計 1,133 1,250 1,290 8,896 5,869 3,688
施設設備費 0 0 0 54,450 0 10,890
その他の施設設備費 38 137 77 132 78 92
維持補修費 1,186 1,186 1,186 1,186 1,186 1,186
光熱水費 3,351 3,695 3,587 3,045 3,524 3,440
委託費 1,292 1,292 1,292 1,292 1,292 1,292
小計 5,867 6,310 6,142 60,105 6,080 16,901
施設設備費 0 0 0 5,616 0 1,123
その他の施設設備費 98 97 47 90 38 74
維持補修費 79 79 79 79 79 79
光熱水費 1,184 1,264 1,124 1,223 1,408 1,241
委託費 76 76 76 76 76 76
小計 1,437 1,516 1,326 7,084 1,601 2,593
施設設備費 0 0 0 198,769 5,873 40,928
その他の施設設備費 797 1,242 775 1,022 672 902
維持補修費 5,501 5,501 5,501 5,501 6,001 5,601
光熱水費 15,557 15,910 15,958 17,255 19,606 16,857
委託費 5,415 5,415 5,415 6,215 5,415 5,575
計 27,270 28,068 27,649 228,762 37,567 69,863

合計

串木野小学校

照島小学校

羽島小学校

旭小学校

生福小学校

荒川小学校

市来小学校

川上小学校

(6) 学校の維持管理コスト
① ⼩学校の維持管理コストの推移

⼩学校の維持管理コスト（施設設備費、その他施設整備費、維持修繕費、光熱⽔費、委託費）
に関する、平成 28 年度から令和 2 年度までの 5 年間の全体の年平均は 69,863 千円となります。
内訳をみると、施設設備費は 40,928 千円、その他施設整備費は 902 千円、維持補修費は 5,601
千円、光熱⽔費は 16,857 千円、委託費は 5,575 千円となっています。 

表︓維持管理コストの推移（⼩学校） 
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H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

（千円）

施設設備費 その他の施設設備費 維持補修費 光熱水費 委託費 計

費目 内容

施設設備費 外壁改修・防水工事・エアコン取り替え等予算化された改善

その他の施設設備費 学校管理設備費(電話代・通信費）

維持補修費
営繕修理費(ドア修理、水漏れ修理など）突発的な故障や損壊に
対応した修繕費用

光熱水費 水道代・電気代・灯油燃料代

委託費 外部への外注費、管理委託費等

※各費⽬の内容

図︓維持管理コストの推移（⼩学校） 
資料︓いちき串⽊野市資料 
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単位：千円
施設名 内容 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 年平均

施設設備費 0 0 27,257 0 0 5,451
その他の施設設備費 225 154 323 0 0 140
維持補修費 1,872 1,872 1,872 1,872 1,872 1,872
光熱水費 3,693 3,854 4,342 4,663 5,849 4,480
委託費 2,038 2,038 2,038 2,038 2,038 2,038
小計 7,828 7,918 35,832 8,573 9,759 13,982
施設設備費 0 0 15,843 1,404 0 3,449
その他の施設設備費 198 132 84 0 0 83
維持補修費 750 750 750 750 750 750
光熱水費 2,095 2,078 2,187 2,822 2,561 2,349
委託費 816 816 816 816 816 816
小計 3,859 3,776 19,680 5,792 4,127 7,447
施設設備費 0 0 11,048 0 650 2,340
その他の施設設備費 130 121 108 0 0 72
維持補修費 173 173 173 173 173 173
光熱水費 1,294 1,346 1,382 1,826 1,948 1,559
委託費 188 188 188 188 188 188
小計 1,785 1,828 12,899 2,187 2,959 4,332
施設設備費 51,840 0 12,252 0 0 12,818
その他の施設設備費 132 100 160 0 0 78
維持補修費 272 272 272 272 272 272
光熱水費 1,755 1,971 2,057 2,238 2,302 2,065
委託費 296 296 296 296 296 296
小計 54,295 2,639 15,037 2,806 2,870 15,529
施設設備費 0 0 40,532 0 2,136 8,534
その他の施設設備費 235 139 152 112 131 154
維持補修費 930 930 930 930 930 930
光熱水費 2,433 2,362 2,296 2,658 3,403 2,630
委託費 1,012 1,012 1,012 1,012 1,012 1,012
小計 4,610 4,443 44,922 4,712 7,612 13,260
施設設備費 51,840 0 106,932 1,404 2,786 32,592
その他の施設設備費 920 646 827 112 131 527
維持補修費 3,997 3,997 3,997 3,997 3,997 3,997
光熱水費 11,270 11,611 12,264 14,207 16,063 13,083
委託費 4,350 4,350 4,350 4,350 4,350 4,350
計 72,377 20,604 128,370 24,070 27,327 54,550

合計

串木野中学校

串木野西中学校

羽島中学校

生冠中学校

市来中学校

② 中学校の維持管理コストの推移
中学校の維持管理コスト（施設設備費、その他施設整備費、維持修繕費、光熱⽔費、委託費）

に関する、平成 28 年度から令和 2 年度までの 5 年間の全体の年平均は 54,550 千円となります。
内訳をみると、施設設備費は 32,592 千円、その他施設整備費は 527 千円、維持補修費は 3,997
千円、光熱⽔費は 13,083 千円、委託費は 4,350 千円となっています。 

表︓維持管理コストの推移（中学校） 
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H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

（千円）

施設設備費 その他の施設設備費 維持補修費

光熱水費 委託費 計

費目 内容

施設設備費 外壁改修・防水工事・エアコン取り替え等予算化された改善

その他の施設設備費 学校管理設備費(電話代・通信費）

維持補修費
営繕修理費(ドア修理、水漏れ修理など）突発的な故障や損壊に
対応した修繕費用

光熱水費 水道代・電気代・灯油燃料代

委託費 外部への外注費、管理委託費等

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※各費⽬の内容（再掲） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図︓維持管理コストの推移（中学校） 

資料︓いちき串⽊野市資料 
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単位：千円
施設名 内容 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 年平均

施設設備費 0 0 12,376 0 0 2,475
その他の施設設備費 65 69 27 48 19 46
維持補修費 350 350 350 350 350 350
光熱水費 20 20 20 20 21 20
委託費 0 0 0 0 0 0
計 435 439 12,773 418 390 2,891

市来幼稚園

0 0
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0 0
65 69

27

48 19
350 350
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350 350
20 20

20

20 21
0 0

0

0 0
435 439
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

（千円）

施設設備費 その他の施設設備費 維持補修費
光熱水費 委託費 計

費目 内容

施設設備費 外壁改修・防水工事・エアコン取り替え等予算化された改善

その他の施設設備費 学校管理設備費(電話代・通信費）

維持補修費
営繕修理費(ドア修理、水漏れ修理など）突発的な故障や損壊に
対応した修繕費用

光熱水費 水道代・電気代・灯油燃料代

委託費 外部への外注費、管理委託費等

③ 幼稚園の維持管理コスト推移
幼稚園の維持管理コスト（施設設備費、その他施設整備費、維持修繕費、光熱⽔費、委託費）

に関する、平成 28 年度から令和 2 年度までの 5 年間の年平均は 2,891 千円となります。内訳をみ
ると、施設設備費は 2,475 千円、その他施設整備費は 46 千円、維持修繕費は 350 千円、光熱
⽔費は 20 千円となっており、委託費はありません。 

※各費⽬の内容（再掲）

表︓管理費の推移（幼稚園） 

図︓維持管理コストの推移（幼稚園） 

資料︓いちき串⽊野市資料 
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(7) 学校施設の実態を踏まえた課題 
本市には⼩学校が 8 校、中学校が 5 校、幼稚園が 1 園ありますが、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化の影

響により、15 歳未満の⼈⼝が年々減少してきており、児童数・⽣徒数・園児数も減少しています。 
これまでに述べたように、本市の学校施設は、築 30 年以上の建物が延床⾯積あたりで全体の 7 割

強を占めています。建物の構造の多くは、鉄筋コンクリート造（RC 造）で建てられ、耐震診断結果に
基づいた耐震補強⼯事や⼤規模改修⼯事等を実施してきました。しかしながら、建築から⻑い年数が
経過して建物の⽼朽化が進んでいるとともに設備の不具合もあり、近い将来に建替を含めた対策が必
要となっています。 

また、少⼦化の進展により児童・⽣徒数の減少や学校の⼩規模化が進んできており、今後も更なる
⼈⼝減少や少⼦化が予測されていることを踏まえると、学校規模の適正化について検討が必要になって
きます。 

さらに、教育内容や教育⽅法等の多様化、防災機能整備、バリアフリー化、環境への配慮等、学校
施設に求められる時代のニーズに対応するための対策が課題となっています。 

 

①  厳しい財政状況を勘案した学校施設等の⻑期保全への取り組み 
 令和元年度の⼀般会計の決算における⾃主財源の割合は、歳⼊総額の 37.3％となっており、将来
的な⼈⼝減少に伴い、地⽅税も減少することが予測されます。⼀⽅、歳出においては、扶助費が増加
する傾向を踏まえると、財政状況がますます厳しくなっていくことになります。 
 本市の公共施設は、201 施設、総延床⾯積 179,297 ㎡を保有している中で、⼩中学校を合わせ
た学校施設の延床⾯積は全体の約 3 割で最も多くの割合を占めています。（資料︓公共施設等総
合管理計画）これらの学校施設等は、近い将来に改築や⼤規模改修を⾏う必要があり、市の財政の
⼤きな負担となることが考えられます。 
 このため、学校施設の中⻑期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減及び予算の平準化を図り
つつ、⻑期的な予算配分を確⽴していくことが必要です。 

 
②  学校施設等の維持・改修等総合的な対応 

学校施設の 7 割強が築 30 年以上と⽼朽化が進んでいる中で、建設当時に⽐べ⼤きく変化してい
る多様な学習内容に応じた⾼機能かつ多機能な施設環境の必要性が⾼まっています。また、防災対
策、バリアフリー対策、トイレの洋式化等の学習・⽣活空間としての安全性や快適性の向上を図るほか、
環境負荷の低減対策等の様々な配慮が必要となっています。 

施設の改修にあたっては、建築時の状態に戻すのではなく、その機能や性能を現在の学校が求めら
れている⽔準まで引き上げる必要があります。その際には、安全・安⼼な施設環境の確保、教育環境の
質的向上、地域コミュニティの拠点形成を⽬指して再⽣を⾏うことが重要です。 
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③ ⼩中学校の規模・配置の適正化の検討
 児童・⽣徒数が減少し、国が定める適正規模の学校は本市では串⽊野⼩学校のみで、その他は過
少規模校と⼩規模校となっています。このため、将来を⾒据えた⼩中学校の規模や配置の適正化が課
題となっていますが、その検討にあたっては児童・⽣徒にとって望ましい教育環境はどうあるべきかという観
点に⽴ち、保護者や地域住⺠等の理解や協⼒を得ながら進めていくことが必要です。 

資料︓学校教育法施⾏規則 

過小規模校 小規模校 適正規模校 大規模校 過大規模校

小学校 5学級以下 6～11学級

中学校 2学級以下 3～11学級
12～18学級 19～30学級 31学級以上

表：学校規模の分類 
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３. 学校施設の⽼朽化状況 

(1) 学校施設の⽼朽化状況の把握 
① ⽼朽化状況の評価 

施設の健全度・劣化状況を把握し評価するために、学校施設台帳、耐震診断結果を踏まえ、さらに
屋上・外壁等の実態を図るため、学校施設等 14 施設の主要建物 74 棟を対象にした⽬視による現
地調査を⾏いました。 

以下に⽰す劣化状況調査票を基に、各項⽬について劣化状況の確認と劣化具合の写真を撮影し、
「屋根・屋上」、「外壁」に区分して評価を⾏いました。また、「内部仕上」、「電気設備」、「機械設備」も
経過年数により評価を⾏い、それらを基に総合的に施設の健全度として点数化を⾏いました。 

 
【劣化状況調査票】 
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【評価指標】 

【健全度の算定】 
 健全度とは、各建物の 5 つの部位について劣化状況を 4 段階で評価し、100 点満点で数値化した評価
指標です。部位のコスト配分を下表のように定め、健全度を 100 点満点で算定します。 

図︓評価指標 

表︓部位の評価点 

評価 評価点

Ａ 100

Ｂ 75

Ｃ 40

Ｄ 10

表︓部位のコスト配分 

部位 コスト配分

屋根・屋上 5.1

外壁 17.2

内部仕上 22.4

電気設備 8.0

機械設備 7.3

合計 60.0

 計算例︓総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷ 60（コスト配分合計）

部位 評価 評価点例 コスト配分 配分評価点

屋根・屋上 Ｃ → 40 × 5.1 ＝ 204

外壁 Ｄ → 10 × 17.2 ＝ 172

内部仕上 Ｂ → 75 × 22.4 ＝ 1,680

電気設備 Ａ → 100 × 8.0 ＝ 800

機械設備 Ｃ → 40 × 7.3 ＝ 292

表︓計算例 

計 3,148

÷60

健全度 52

※健全度は、数値が⼩さいほど劣化が進んでいることを⽰します。
出典︓学校施設の⻑寿命化計画策定に係る解説書（⽂部科学省） 

⽬視による評価 
（屋根・屋上、外壁） 

経過年数による評価 
（内部仕上、電気設備、機械設備） 

評価

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

基準

おおむね良好

部分的に劣化
（安全上・機能上：問題なし）

広範囲に劣化
（安全上・機能上：不具合発生の兆し）

早急に対応する必要がある

評価

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

基準

20年未満

20～40年

40年以上

経過年数に関わらず
著しい劣化事象がある

良好

劣化

良好

劣化
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【評価基準︓屋根・屋上】 

 

出典︓学校施設の⻑寿命化計画策定に係る解説書（⽂部科学省） 
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【評価基準︓外壁】 

 

出典︓学校施設の⻑寿命化計画策定に係る解説書（⽂部科学省） 
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【評価基準︓内部仕上、電気設備、機械設備】 
 

  

出典︓学校施設の⻑寿命化計画策定に係る解説書（⽂部科学省） 
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健全度判定表（文科省エクセルソフト） 基準 2021

1 1063 串木野小学校 管理棟1F 001 小学校 校舎 RC 1 195 1972 S47 49 旧 済 - H21 17.9 長寿命 - B B A A 82 耐震性あり/H24大規模

2 1063 串木野小学校 管理棟1F 001-1 小学校 校舎 RC 1 160 1973 S48 48 旧 済 - H21 17.9 長寿命 - A A A A 100 耐震性あり/H24大規模

3 1063 串木野小学校 管理棟2F 001-2 小学校 校舎 S 2 316 1978 S53 43 旧 済 済 H21 - 長寿命 A A A A A 100 H24耐震、大規模

4 1063 串木野小学校 階段室 001-3 小学校 校舎 S 2 6 1978 S53 43 旧 済 済 H21 - 長寿命 A C A A - 80 H24耐震、大規模

5 1063 串木野小学校 教室棟 011-1 小学校 校舎 RC 2 440 1963 S38 58 旧 済 - H20 14.4 長寿命 C C C C D 36 H7大規模

6 1063 串木野小学校 教室棟 011-2 小学校 校舎 RC 2 360 1964 S39 57 旧 済 - H20 14.4 長寿命 C C C C D 36 H7大規模

7 1063 串木野小学校 教室棟 011-3 小学校 校舎 RC 2 281 1965 S40 56 旧 済 - H20 14.4 長寿命 C C C C D 36 H7大規模

8 1063 串木野小学校 教室棟 011-4 小学校 校舎 RC 2 292 1965 S40 56 旧 済 - H20 14.4 長寿命 C C C C D 36 H7大規模

9 1063 串木野小学校 屋内運動場 018 小学校 体育館 RC 1 1,109 1969 S44 52 旧 済 済 H20 15.2 長寿命 A A A A A 100 H24耐震、大規模

10 1063 串木野小学校 教室棟 037 小学校 校舎 RC 2 872 1999 H11 22 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

11 1063 串木野小学校 教室棟 038 小学校 校舎 RC 2 2,112 1999 H11 22 新 - - - - 長寿命 B C B B B 65

12 1063 串木野小学校 教室棟 039 小学校 校舎 RC 2 1,487 2000 H12 21 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

13 1064 照島小学校 教室棟 001 小学校 校舎 RC 2 1,209 1973 S48 48 旧 済 - H19 21.3 長寿命 A B A A A 93 H26北校舎大規模改修/H30空調

14 1064 照島小学校 教室棟 001-1 小学校 校舎 RC 2 394 1976 S51 45 旧 済 済 H19 18.2 長寿命 A B A A A 93 H26耐震大規模/H30空調

15 1064 照島小学校 管理棟 002 小学校 校舎 RC 2 1,451 1979 S54 42 旧 済 - H21 18 長寿命 C D C C D 28 H30空調

16 1064 照島小学校 管理棟 002-1 小学校 校舎 RC 2 507 1980 S55 41 旧 済 - H21 18 長寿命 C D C C D 28

17 1064 照島小学校 屋内運動場 004 小学校 体育館 RC 1 919 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 B C B B B 65
R1最上部防水全面改修/

H27防災機能強化（ｼﾙﾊﾞｰｸｰﾙ補強）

18 1065 羽島小学校 管理教室棟 001 小学校 校舎 RC 2 1,398 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53 H30空調

19 1065 羽島小学校 教室棟 003-1 小学校 校舎 RC 2 832 1966 S41 55 旧 済 - H20 17.1 長寿命 C C C C D 36 H30空調

20 1065 羽島小学校 教室棟 003-2 小学校 校舎 RC 2 230 1967 S42 54 旧 済 - H20 17.1 長寿命 C C C C D 36 H30空調

21 1065 羽島小学校 屋内運動場 015 小学校 体育館 RC 2 781 1985 S60 36 新 - - - - 長寿命 D D B B B 51

22 1066 旭小学校 管理棟 001 小学校 校舎 W 1 302 1972 S47 49 旧 済 H24 - 長寿命 B B C C D 49 壁量確認済/H25屋根外装塗装

23 1066 旭小学校 図書室 002 小学校 校舎 W 2 168 1990 H2 31 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 H25屋根外装塗装

24 1066 旭小学校 教室棟 003 小学校 校舎 W 1 427 1972 S47 49 旧 済 - H24 - 長寿命 C C C C D 36
壁量確認済/

H25外壁改修、屋根塗装/H30空調

25 1066 旭小学校 音楽室 006-1 小学校 校舎 W 1 94 1972 S47 49 旧 済 - H24 - 長寿命 C A C C D 54 壁量確認済/H25外壁改修、屋根塗装

26 1066 旭小学校 給食室 006-2 小学校 その他 W 1 7 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 A A B B - 86 H25屋根外壁塗装

27 1066 旭小学校 給食室 006-3 小学校 その他 W 1 4 1998 H10 23 新 - - - - 長寿命 A B B B - 77

28 1066 旭小学校 屋内運動場 008 小学校 体育館 S 1 532 1976 S51 45 旧 済 済 H19 - 長寿命 C B A A A 88 H20大規模/H20（特）地震補強

学校種別 建物用途

固定資産
台帳番号

用途区分
機
械
設
備

健全度
（100点

満点）

築年数

耐震安全性 長寿命化判定 屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

補強
調査
年度

圧縮
強度
（N/㎟）

試算上
の区分

基準 診断

電
気
設
備

構造躯体の健全性 劣化状況評価

備考通し
番号

学校
調査
番号

施設名 建物名 棟番号 構造 階数
延床
面積
（㎡）

建築年度

建物基本情報

西暦 和暦

：築30年以上：築50年以上

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

② ⽼朽化状況の実態
現地の⽬視評価を踏まえた劣化状況による建物の健全度について、評価結果を以下に⽰します。

表︓劣化状況（1/3） 
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健全度判定表（文科省エクセルソフト） 基準 2021

29 1067 生福小学校 管理・特別教室棟 001 小学校 校舎 RC 2 577 1989 H元 32 新 - - - - 長寿命 C B B B B 72

30 1067 生福小学校 教室棟 007-1 小学校 校舎 RC 2 687 1968 S43 53 旧 済 済 H21 17.7 長寿命 D B A A A 85 H26耐震大規模/H30空調

31 1067 生福小学校 教室棟 007-2 小学校 校舎 RC 2 276 1978 S53 43 旧 済 済 H21 17.7 長寿命 A B A A A 93 H26耐震大規模

32 1067 生福小学校 屋内運動場 008 小学校 体育館 RC 1 576 1981 S56 40 新 - - - - 長寿命 D C C C D 34

33 1068 荒川小学校 音楽室 001 小学校 校舎 W 1 164 1977 S52 44 旧 - - - - 改築 C C C C D 36

34 1068 荒川小学校 多目的教室 003-1 小学校 校舎 RC 1 311 1964 S39 57 旧 済 - H20 18.5 長寿命 D C C C D 34 耐震性あり/H30空調

35 1068 荒川小学校 給食室 003-2 小学校 校舎 W 1 6 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 C C B B B 62

36 1068 荒川小学校 屋内運動場 010 小学校 体育館 RC 1 532 1975 S50 46 旧 済 済 H19 27 長寿命 B B C A A 68 H20大規模/H20（特）地震補強

37 1068 荒川小学校 普通教室 015 小学校 校舎 RC 2 389 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 D B B B B 70 H30空調

38 1253 市来小学校 特別教室棟 002 小学校 校舎 S 1 300 1968 S43 53 旧 済 - H21 S 長寿命 B C C C D 39 耐震性あり

39 1253 市来小学校 屋内運動場 003 小学校 体育館 RC 1 804 2003 H15 18 新 - - - - 長寿命 B B A A A 91

40 1253 市来小学校 教室棟 016 小学校 校舎 RC 3 992 1971 S46 50 旧 済 済 H17 14.1 長寿命 B C B A A 71 H18大規模改造（老朽）、地震補強

41 1253 市来小学校 教室棟 017 小学校 校舎 RC 3 1,752 1972 S47 49 旧 済 済 H17 14.1 長寿命 B B A A A 91 H18大規模改造（老朽）、地震補強

42 1253 市来小学校 特別教室棟 021 小学校 校舎 RC 2 475 1983 S58 38 新 - - - - 長寿命 B C B B B 65

43 1254 川上小学校 屋内運動場 001 小学校 体育館 RC 1 573 1979 S54 42 旧 済 済 H19 24.9 長寿命 B C B A A 71 H22大規模改造（老朽）、（特）地震補強

44 1254 川上小学校 教室棟 003 小学校 校舎 RC 3 1,106 1966 S41 55 旧 済 済 H19 15.1 長寿命 A B A A A 93
H19耐震診断より便所棟（14号棟）と分離/

H25地震補強及び大規模改造/H30空調

45 1254 川上小学校 家庭科室 008 小学校 校舎 W 1 250 1990 H2 31 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

46 4032 串木野中学校 校舎 030-1 中学校 校舎 RC 3 3,092 1993 H5 28 新 - - - - 長寿命 D B B B B 70 H27屋根一部葺替え

47 4032 串木野中学校 校舎 030-2 中学校 校舎 RC 3 443 1993 H5 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 H27屋根一部葺替え

48 4032 串木野中学校 校舎 030-3 中学校 校舎 RC 3 2,980 1993 H5 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 H27屋根一部葺替え

49 4032 串木野中学校 屋内運動場 032-1 中学校 体育館 RC 3 1,910 1996 H8 25 新 - - - - 長寿命 B C B B B 65 H27防災機能強化（吊天井撤去他）

50 4032 串木野中学校 屋体クラブハウス 032-2 中学校 その他 RC 3 200 1996 H8 25 新 - - - - 長寿命 C B B B B 72

51 4032 串木野中学校 柔剣道場 032-3 中学校 武道場 RC 3 750 1996 H8 25 新 - - - - 長寿命 - C B B B 64 H27防災機能強化（吊天井撤去他）

52 4032 串木野中学校 部室 032-4 中学校 その他 RC 3 297 1996 H8 25 新 - - - - 長寿命 - A B B B 83

53 4033 串木野西中学校 管理教室棟 001 中学校 校舎 RC 3 1,627 1970 S45 51 旧 済 済 H9 20.9 長寿命 A A A A A 100
H27地震補強、大規模改造、空調改修、防

災機能強化（外壁）

54 4033 串木野西中学校 教室棟 001-1 中学校 校舎 RC 3 1,468 1971 S46 50 旧 済 済 H9 20.9 長寿命 A A A A A 100
H27地震補強、大規模改造、空調改修、防

災機能強化（外壁）

55 4033 串木野西中学校 特別教室棟 002 中学校 校舎 RC 2 821 1971 S46 50 旧 済 - H21 16.5 長寿命 C D C C D 28

56 4033 串木野西中学校 屋内運動場 003 中学校 体育館 RC 1 919 1971 S46 50 旧 済 済 H19 18 長寿命 D D D A A 33 H20大規模/H20（特）地震補強
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健全度判定表（文科省エクセルソフト） 基準 2021

57 4034 羽島中学校 管理教室棟 001 中学校 校舎 RC 3 1,576 1976 S51 45 旧 済 済 H9 23 長寿命 B B A A A 91 H23地震補強+大規模改造（老朽）

58 4034 羽島中学校 印刷室 001-2 中学校 校舎 RC 1 14 1987 S62 34 新 - - - - 長寿命 A A B B B 84

59 4034 羽島中学校 特別教室棟 004 中学校 校舎 RC 3 600 1987 S62 34 新 済 - - - 長寿命 A B B B B 77 H27屋上防水更新

60 4034 羽島中学校 屋内運動場 018 中学校 体育館 RC 1 614 1978 S53 43 旧 済 - H20 19.9 長寿命 D D C C D 25

61 4035 生冠中学校 特別教室棟 002 中学校 校舎 RC 2 459 1988 S63 33 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

62 4035 生冠中学校 管理教室棟 004 中学校 校舎 RC 2 1,105 1977 S52 44 旧 済 - H21 17 長寿命 D D C C D 25 H15教育相談室増築8.0㎡

63 4035 生冠中学校 屋内運動場 012 中学校 体育館 RC 1 621 1974 S49 47 旧 済 済 H19 19.6 長寿命 A B A A A 93 H20大規模/H20（特）地震補強

64 4127 市来中学校 音楽室 008-1 中学校 校舎 RC 2 185 1960 S35 61 旧 済 済 H20 12.9 要調査 A B A A A 93 H27地震補強、大規模改造

65 4127 市来中学校 多目的室 008-2 中学校 校舎 RC 2 365 1962 S37 59 旧 済 済 H20 12.9 要調査 A B A A A 93 H27地震補強、大規模改造

66 4127 市来中学校 普通教室 008-3 中学校 校舎 RC 2 842 1963 S38 58 旧 済 済 H20 12.9 要調査 A C A A A 83 H27地震補強、大規模改造

67 4127 市来中学校 多目的室 008-4 中学校 校舎 RC 2 447 1964 S39 57 旧 済 - H20 12.9 要調査 A B A A A 93 H27大規模改造

68 4127 市来中学校 特別教室棟 012 中学校 校舎 RC 1 261 1966 S41 55 旧 済 - H20 17.3 長寿命 C B C C D 46

69 4127 市来中学校 特別教室棟 016 中学校 校舎 RC 2 464 1973 S48 48 旧 済 済 H21 15.8 長寿命 C C C C D 36

70 4127 市来中学校 管理棟 018 中学校 校舎 RC 2 630 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 C B B B B 72

71 4127 市来中学校 屋内運動場 020 中学校 体育館 RC 1 1,131 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 B C B B B 65

72 4127 市来中学校 WC 020-1 中学校 その他 RC 1 174 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75

73 4127 市来中学校 パソコン室 023 中学校 校舎 RC 2 149 1991 H3 30 新 - - - - 長寿命 C B B B B 72

74 7004 市来幼稚園 園舎 007 幼稚園 園舎 RC 2 746 1988 S63 33 新 - - - - 長寿命 A C B B B 67 H30教室・遊戯室空調整備
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小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場

幼稚園 園舎 給食センター 小学校 その他 中学校 その他

 ⼩学校の対象建物全 45 棟の健全度の平均値は 64.9 点、健全度 40 点未満の建物は 13 棟あ
り、中学校においては全 28 棟の平均値は 70.1 点、健全度 40 点未満の建物は 5 棟となっています。
幼稚園の対象施設 1 棟の健全度は 67 点となっています。 
 建築年度と健全度の関係をみると、建築年度が古いほど健全度が低く、新しくなるにつれて健全度が
⾼くなりますが、段階的に⼤規模改造⼯事を⾏っており、古い建物でも健全度が⾼いものもあります。 
なお、健全度 40 点未満なら優先的に⻑寿命化等の対策を講じることが望ましいとされています。 

図︓建築年と健全度の相関 

健全度 40 点以上 

健全度 40 点以下 
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(2) 学校施設の⽼朽化所⾒
現地調査の結果、学校施設等の建物は以下のような⽼朽化状態がみられます。

① ⼩学校 校舎
・ 築 40 年を経過した建物の⽼朽化が⾒られますが、⼤規模改造等の実施によって健全度の⾼い

建物も多数あります。
・ 築 40 年未満の建物は、部分的な劣化は⾒られますが、広範囲の劣化はあまり⾒られません。
・ 機械設備を建築時から⼀度も更新していない建物が多数あります。

② 中学校 校舎
・ 築 40 年を経過した建物の⽼朽化が⾒られますが、⼤規模改造等の実施によって健全度の⾼い

建物も多数あります。
・ 築 30 年未満の建物は、部分的な劣化は⾒られますが、広範囲の劣化はあまり⾒られません。
・ 機械設備を建築時から⼀度も更新していない建物があります。

③ ⼩学校 体育館
・ 体育館は地域の避難所としての機能があり、旧耐震基準の建物は全て耐震補強を⾏っています

（⽣福⼩学校は令和４年度に避難所として再指定）。市来⼩学校以外の体育館が建築後
30 年を経過しており、屋根・屋上、外壁ともに徐々に劣化が進⾏しています。

・ ⽻島⼩学校体育館の屋根・外壁及び⽣福⼩学校体育館の屋根及び機械設備は特に劣化が
進んでおり、早急に対応する必要があります。

④ 中学校 体育館
・ ⽻島中学校以外の体育館は地域の避難所としての機能があり、旧耐震基準の建物は全て耐

震補強を⾏っています。
・ 築 40 年未満の建物は、部分的な劣化は⾒られますが、広範囲の劣化はあまり⾒られません。
・ 串⽊野⻄中学校体育館の屋根・外壁・内部、⽻島中学校体育館の屋根・外壁及び機械設備

は特に劣化が進んでおり、早急に対応する必要があります。

⑤ 武道場
・ 柔剣道場（串⽊野中学校）は平成 8 年度に建築された建物で、広範囲の劣化が徐々に進

んでいます。

⑥ 幼稚園
・ 市来幼稚園は築 33 年を経過しており、外壁の⽼朽化が進⾏しています。
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⑦ ⼩学校 その他（給⾷室）
・ 給⾷室 2 棟（旭⼩学校）は、経年による部分的な劣化は⾒られますが、⽐較的良好な状態

です。

⑧ 中学校 その他（屋体クラブハウス、部室）
・ 屋体クラブハウス（串⽊野中学校）は、築 25 年の建物で、屋根に部分的な劣化が⾒られます

が、それ以外は⽐較的良好な状態です。
・ 部室（串⽊野中学校）は築 25 年の建物です。⽐較的良好な状態が保たれています。
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